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日和佐町明丸地先におけるハマチ養殖場底質調査 

 

酒井 基介・湯浅 明彦・牧野 賢治 

 

 

 

目  的 

  日和佐町明丸地先におけるハマチ養殖場周辺域の底質環境を把握する。 

 

方  法 

  調査は平成 6年 6月 3日に図 1に示した調査地点で実施した。採泥は調査船「とくしま」によりス

ミス・マッキンタイヤ採泥器を使用して行い,表層泥を分析に用いた。分析は COD・全硫化物・強熱減

量および底質の性状等について実施した。 

 

結  果 

  調査結果を表 1に示した。 

  COD（O2mg/g 乾泥）は 0.78～4.86 の範囲にあり,生簀沖の St.4,St.6,St.8 で高かった。 

  全硫化物（Smg/g 乾泥）は 0.00～Tr（検出限界以下）の範囲にあり,St.10 でのみわずかに検出され

た。St.10 では底質が砂礫であったため汚れの度合が小さいと判断し,分析に他の地点よりも多くの試

料を用いたたために検出されたと思われる（ただし,検出量が非常にわずかであったため数値を読み

とることはできなかった）。 

  強熱減量（500℃,％）は 1.3～3.6 の範囲にあり,有機物量を示す値として,COD と同様に St.4,6,8

で高い傾向があった。全体的にみると昨年並かあるいはやや低めであった。 

  本年も昨年と同様に,水深の深い沖側の地点で汚れの負荷の度合が大きいという結果が得られた。ま

た，全硫化物,強熱減量に比べると COD だけは昨年よりも沖側地点でかなりの減少であった。 
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図 1 海部郡日和佐町明丸地先におけるハマチ養殖場周辺域の底質調査地点 

         （●：底質調査地点、□：生簀設置場所） 

 

表 1 日和佐町明丸地先におけるハマチ養殖場周辺域の底質調査結果 

                   （調査日：平成 6年 6月 3日） 

 


